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れ
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濟
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又
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落
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働
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に
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に
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得
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さ
れ
.ば
リ
：力
ル.
K
.方
氏
の
定
.:«
に
從
へ
ば
、
實
質
的 

賃
銀
#
食
物
衣
服
.な
'，
!
)又
は
貨
縣
なb
;>
勞
働
者
が
そ 

の
勞
働
に
對
す
る
報
酬̂
し
て
受
ィ
'^
ビ
V」

ろ
の
«
物 

,
.!
:
費
や
^
れ
相
名
.勞
働
量
に
：依4
て
決
®
.
せ

.:

'
.然
る

に

リ

カ

，
ル
，ド
オ
ノ
氏
の

.利
潤

學

說

の

基

礎
S
せ

& 

れ
た
る

*
質
賃
銀
な
，る
鼯
紀
對
し
玆

.に
w

aせ
ら
れ
た 

.る
意

義

は

、

全

ぐ

慣

：用

‘に
：反

す

る

も0
に

し

て.、
明
^ . 

代

學

間

上

に

於

け

る

用

.語

適

用

に

對

す

る

最

も

明

白

な 

..る
親

則

の

ー

凡

て

に

.抵
觸
ず
る
も
の
叹
り

o 
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に
、
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力.ル
ド
ォ
揭
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時
以
前
に
日
常
會
酿
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於

，て
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實

質

的

賃

銀

の

瑜

加

は

一

般

に

勞

働

.階

級

並

に
 

其
家
族
の
間
に
：
^

生
活
並
比
快
適
*

^

の
減
少
を
激 

味
す
る
が
如
き
意
味̂
此
語
'，の
用
ゐ
ら
れ
た
る
を
聞
け 

る
も
の
な
し
と
偉
すo
f然
か
i

タ
力
ル
ド
オ
氏
が
此
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を
用
ゐ
る
意
義
に#
ベ
ば
、
是
は
斯
く
あ
る
ベ，.
.
き
な
.

O
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會
の
進
步
に
連
れ
、
地
‘主
及
び
勞
働
者
の
檣
他
を
異 

に
す
る
こ
S
を

云

ひ

，
、

地

主

の

富

の

增

加

5:
叙
べ
た
る 

後
彼
は
謂
ベ
ら
く
 
★「

勞
働
者
の
運
命
は
爾
か
く
幸
福
な 

ら
中
o
.勞
働
者
は
詢
に
前
ょ
ぅ
も
多
<
 
の
貨
格
賃
銀
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.

.受
く
へ
し(
而
し
て
リ
カ
ル
ド
ォ
氏
の
貨
幣
は
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彼
^

-
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^

す
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物
賃
雜
は
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減
せ
ら
る
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營
^

彼
れ
の
穀
物
支
配
權
の
み
な
ら
す
、；
其
一
般
的
^
 

態
も
亦
た
不
良
：S
.な
る
；へ
.し
。」

而
しV

實
質
的
賃
銀
の 

繼
續
增
加
と
共
に
，「

地
主
の
狀
態
：は
|
吊
は
改
善
せ
&
る 

、
に
勢
働
者
の
狀
態
は
一
般
に
下
傾
す
べ
し」
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が

知

れ

る

限

り

、
，タ

カ

ル

ド

オ

氏

^
前
に 

如

何

な
^
著
作
者
も
デ
曾.て
賃
銀
：若
し
く
は
實
質
的
賃
ン 

.

.銀

.^
,;-
5
語
を
比
^
‘を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
用
ゐ
た
る
一 

，.事
^
し
。
詢
に
利
潤
は
比
例
を
意
：味
.し
/
而
し
：て
利
®

一
 

,率
：は
,
に
.IE
し
ィ
支
«
僧
値
^
對
ず
る
百
^
比
に
依
て
一 

:

評
楚
せ
ら
れ
來

.

れ

ら

滅

れ
^

.̂
賃
銀
«

1
樣
に
、j

定

j 

r
勞
ff
に
依
，て
得
た
る
全
生
產
物
に
對
す
.る
此
^

^
は

、 

1
ら
參
.
L
.て
、
勞
働
者.が

受

く

：
る

特

定

生

產

物

の

量

，；
の 

:

大
小
、
若
し
ぐ
は
斯
る
生
産
物
が
附
興
す
る
人
生
必
要 

物
及
び
便
宜
物
支
配
楼
の
大
小
に
ょ
$

で
騰
落
す
る
も 

0-
と
|?
め
&
れ
居
た
^
む
な
り
。
特
に
ア
ダ
ム6ス
ミ
ス
、
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0

は
屢
々
實
質
賃
銀
な
冬
語
を
用
ゐ
、
而
し
て
常
に
f
tも 

自
然
な
る
意
義
に
：於
てV',生
活
必
要
物
及
び
便
宜
物
を 

意
味
す
る
も?0
.̂

し
で
之
を
财
ゐ
た
ト
、
是
等
の
も
の 

、’
は

普

通

办

用

語

及

び

感

情

に

從

べ

嗜

勞

働

者

に

支

拂
 

:

は

る

、

貨

靜

又

.は

他

の

如

何

な

る

特

足

貨

物

ょ

り

も

當
 

然
更
に
實
質
的
の
も
のミ
認
め

ら

れ#

る

な

りo

而

.し 

てk

ダ
ム
.
#
:ス
ミ
ス
1
び
大
多
數
の
他
の
.經
濟
學
者
が 

此
1£
5:
此
意
美
[:
用
ゐ
る
|事
は
、
之
に
加.へ
ら
れ
.た
る 

新

解

猓

を

必

然

『

層

奇

異

、
パ
、f

層

‘無

魏

由
0
も
の
た
ら 

し
め
た
&
。
ツ

第
.！li?
、‘
此
語
■が
前
'に
用
*'
6
れ
た
.る
意
義
に
■對
し 

，
て

は

‘何

等

の

反

對

な

か

き

。

.そ

ぼ

自

然R
し

て

且

つ
 

有

用

な

り§
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，
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明

：の

爲

め

之

に

新

解

释

を
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ふ
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ビ
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亦t2
必
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&
ざ
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對
す
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全
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_
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#
生
*
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勞
働
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©
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充
て
ら
る
，N部

分

の

比

例

^

依

て

決

せ

&

る 

• 

5
K
.
へ

ば
、
' 明

瞭

に

記

述

せ

ら

る

べ

し

，
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敢

て

量

0
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小
を
間
ば
#
、
此
比
例
を
勞
働‘の
實
質
賃
銀€
呼
び
、
又
へ 

賃
銀
の
價
値
騰
貴
ず
る
每
は
利
潤
ば
之
^
.比
例
し
て
下' 

降
せ
ざ
る
：可
か
ら
ヤ
ヒ
主
張
す
る
の
恶
な
き
な6
。
0
,
 

潤
が
全
生
產
物
中
勞
働
賃
銀
に
充
て
ら
る
く
部
分

0:
比 

例
^
侬
.，
て

決

せ

ら

，
る

.岑

は

：
、
ぃ
之
：を

適

當

に

說

明

^

眞

：
理

な

る
»

、

X
一
 

...
股
的
經
驗
^

f

確
證
せ
ら
カ

'ゝ 

虜
^

^
せ
ら
る
ベ
s
.
<
^
s
«
.

ヴ

々

然

る

代

賃

：銀

：
の
‘價

値
 

騰
貴
す
れ
ば
比
例
的̂
:利
涧
は
T
降
す
^
の
：命
題
は：
、
：;" 

勞
働
の
_

ー；量
が
1
さ
れ
.あ
る
貨
物
は
常
に
同
價
値
を
：：
 

有
ず
ビ
の
値
寫
のT
以
外
に
.於
で
は
、

：

眞
な
る
，こ
ぬ
を. 

得
中
、
而
し
て
此
假
定
は
恐
'ら〜

五
W
件
.中

の
l
#te 

於
て
も
‘眞
な
る
こ
ど
發
觉
せ
’ら
れ
ざ
る
可
き
も
の
た
る 

f

 

o是
は
偶
發
文.は
：
.時
的
の
1

§
因
に
由
て
然
る
に. 

办
ら
1>
レ
て
：、“文
，明
及
び
改
良0'
»
步
に
舉
れ
^

ぇ
：ず 

使
用
固
定
資
本0
量
^
增
加
，し
，
流
通
»
本
の
囘
轉
期 

^-
1
層
多
薇
不
同
な
，ら(>
,^:
る
.の

傾

，
！
：
あ

る

、

»

物
の
一 

自
然
敗
必
然
攸
狀
態
よb
•し
て
然
か
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實
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賃
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な
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せ
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實
質
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家
る
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新
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一
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貫

し

、
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續
せ
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又
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す
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龄
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目
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^
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^
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意
_
に
用
ふ
.

る
®
<ロ
に.は

殆

ど

避

く

可

か

ら

^'
る

事

な

る

な

仑
 

.
硌
れ
决
泠
.ド
ォ
氏
が
？.實
質
賃
辑
冷
咫
魔
だ
ら
し‘
ん
' 

一
^
'意
_

€
る
を
0.
人
±

的
貨
幣
の
使
甩
比
膝
て
鍊
に
注 

一
目
を
要
す0即
ち
彼
は
：晴

：へ'

|
今
ァ
ダ
ム
‘
ス
ー
ミ
ス
及 

^
び
*
に
#

ふ
^
て
.
0
#作
者
祐
、.予
办
知
る
限6
 f. 

A 

の
例
外
^
ぐ

，

勞

働

微

格

の

：
騰

貴

^:
,
一
 

樣
.に
ニ
切
貨
物 

:
の
.憤
格
騰
貴
：を
生

(

ず
と
：主
張^'
る
を
指
■
す
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^.
恐
&, 

ぐ
適
當
な
るT

し
.o
.予
は
涤
於
能.く
斯
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意
馬H

は
.-何 

等
の
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.理
由
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ぐ
、
實
錐
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せ
る
公
き
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®
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，く
貨
物
の
’

み
騰
貴
ず
ベ
ぐ
、
そ
れ
ょb

多
く
を
有
す
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.

凡
て

.

の
.

貨

物

ば

精

極

的

妃

卞

落

す

，
べ

.

き
事
を
.證
明
し
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た
が
ん
- ¥

^

希
ふ
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も

の

な^

。〉

么
に
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反
( >

身

銀

^

落

ず
 

れ
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格
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定
の
酿
具
ょ
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も
少
な
る
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佩
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寶
本
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^
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也
ら
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貨
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落
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れ
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騰
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•
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....: 0
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等
勞
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賢
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落
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凡
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結
果
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ー
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'
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熟
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條
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落
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.轍
入

外

國

貨

物

に

し

：て

、
：
之

を

.購
ふ
.爲
め
外
送
せ
る
い 

諸
貨
物
に
費
や
さ
れ

^
る
勞
働
瀵
に
侬
で
細
定
せ
ら
る 

可
く
ん
ぼ
、購
入
物
の
如
何
を
間
は
^

、其
價
値
：の
增
加
：
 

す
る)

J

t

«

き
.

は
固
ょ
ら
眞
なk
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然
れ
ざ
も
若
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外
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.値
が
、
從

來

の

如

き

方

法

、
即
ち
貨
幣
，：
 

か

勞
働
-
、
，
或
は
輸
X
せ

ら

れ

た

る

_

き

^

そ

の

支

配
 

す

%
，き
貨
物
*
か
を
以
t'
測

定

せ
ざ
る
：

き

は

、
赏 

周

商

人

を

し'て
互
利
を
懷
せ
レ
0
A 

B險
成

功

の

直

接
.
' 

'の
結
果
は
、
パ
國
阀
傯
値
額
の
春
加
に；

Q

と

參 

末

の

疑
な
し
。
輸
出
着
の
價
値
に
此
較
し
て
輸
入
物
の 

僧

値

ば

、
此

办
#:
殊

0
.貿
易
に
於
て
は
平
常
ょ
ら
も
大 

な
：今
べ
，t

.此
咚
一
.龙
面
比
於
け
を
價
値
の
增
加
は
必
ぺ 

然

的

比

は

別
0:
龙

面

に

於

呔
4
價
値
霞
少
め
侬
て
相
殺 

せ

ら

冬

、
事
な
か
る
.べ
し
。
；
免
た
實
際
k
大
多
數
貨
物 

の
偾
値
が
、.
^;
の
貨
幣
^
测
ら
.る
く

ビ

勞

働

に

於
t,
測
へ 

:ら
；る
.'、
せ
^
間

は

^
;、
..同

時
に
®
貴

す

る

.
こ

ど

：
は

最

も
 

普

通
.の
-事
.た

在

免.
。̂
.
パ

,

さ
れ
ば
タ
.
力
ダ
ド
オ
氏
が
其
用
語
の
定
義
及
び
適
用
、 

並
は
經
濟
學
根
本
原
琎
の
或
物
を
論
ず
る
^

當
ド
て
， 

用
心
#

だ
足
ら
ざ
f

し
事
は
.
之
を
.
.認
：办W

る
；可

か

，ら 

免
。.
而
し
て
予
は
別
0 ;

處
に
：述
.
ベ
た
る
が
如
t

、
«
者 

の
多
く
烬
彼S

の
：著
'敫
難
解
ミ
な
す
现
由0
1

が
玆
ー
に
、 

あ

る

こ' 
€
を

疑

ば

ざ^

ぎ
'
の
^ ，
ぢ

。.
旣
^

勘

だ

耳

目

，'に 

慣

作
f t
s

^

l

s

w

g

^

s

^

'

u

ff
l

^

s

^

v

f

、̂ 

著

者

に

取^
^

て
.
'
«* ;

« '
-

用

を
"

1

|

^
岑

.こ

ビ

殆
^ '

;

不

可
\ 

能
^

し

て

：、
讃

考

は
£

^

之
^

陳
ぜ
ら
れ
ん̂
-
;

す
る
.葸 

義
を
常
に
，心
に
齒
む
む
る
之
ビ
極
、め
て
困
雛
な
る
な
^

^

K̂/ysc/s/ysAŷ
/yK/yct/Jys/yys/ŷ
/yJy\4
/

:
,
「

賢

本」

^

る

名

斷

の

.
變

遷

(

下

)

園

乾

治

四

.

以
上
述
べ
たS

N
i
,

ろ
で
大
體
明
か
で
あ‘る
如
く
、
こ 

の
資
本
ビS

,

ふ
.

言
葉
は
、
ソ
會
麻‘
：の
財
に
就
い.

て

用

：
ひ

ら
.

れ
■る
，言
：葉
で
あ
る.が
、
.
を
れ
が
段
々
に
個
人
經
濟
に
も 

政
治
-»
術
に
も
、.又
は
經
濟
學
に
も
用̂
ら
れ
る
や
3 

に
4
っ
て
來
^
の
で
あ
る
。
，初
期
に
於
い
て
は
個
人
は 

.何
等
がく

の
如
き
言
葉
の
必
要
を
見
な
か
っ
た
。
原
始 

的
農
業
家
は
自
己
並S

R
家
族
の
食
糧
を
、
殆t
ど

總| 

て
自
己
並
び
に
家
族
が
ノ

 
土
地
を
手
づ
か
ら
眺
作
し
て 

得
た
の
で
あ
るo
.そ

れ

だ

か

らAb
r
a
h
a
m

 

V」
L
o
t

 Q

ン
 

如

く

彼

の

家

畜

(

登ck_,of,cattle)

の
增
加
，
ま
た
は：
™ 

土
地
の
狀
飽
の
改
善R
注
意
す
る
の
み
で
あ
っ
て
、
彼

j 

等
は
恐
ら
ぐ
幾
何

Q

貨
幣
を
そ
の
事
業
に.放
下
し
、.
さ- 

ぅ

：し

て

そ

の

余

額

に

對

し

て

|

0
-
丨
セ
ン
ト
或
ひ«

幾

パ

：
：
.1
セ

ン

卜

：

を

利

得

し

た

せ

：

s

ふ

言
a
方

を

、

夢

想
 

だ

冬

し'な
.か
0
た
^
違

ひ

な

い

。.̂
た

初

期

の

工

業

家

,
 

は

彼

の

、
道

具

(stock pf 
ー
0
0
1
5

)

が
改
薺
せ
ら
れ
、
ま

た

ば.
 

駄
目
：：に
な
る
時
、
及
び
彼
.の
材
料
；

(stock of material)

成
ひ
は
旣
成
品
が
增
減
し
た
る
時
を
知
れ
，

V」

も

、
.
彼
が 

そ
0
寧
業
に
：：投.

じ
た
る
貨
幣
額
比
對
し.

て
>

 

抓
何
な
る 

第

盂

：卷

(

S

九
九〕

雜

錄

，

「

業
j

f

名
f

ネ
浪
を
得
づ'

 

V

あ
る

.

か
、ビ'

い
.

ふ
こ
：ご.

.を

.
、
，
知

る

办

要

よ

.
 

決

し

て

起

：

6
な

い

の

で

あ

る

。

然
し
；な
か
、ち
、
會
社̂
關
聯
し
.

こ̂
ー
の
資
本̂
.い
-
ふ 

言
葉
は
1.段
，々
^
使
用
せ
ら
れ
：る
や
ぅ
に
な
り
、
多
歡
の 

人
令
就
中
商
人
は
、
そ
の
，事
寒
に
投
じ
：た
る
貨
幣
：額
を 

計
»
す
る
•こ
と
：が
出
來
、S
ぅ
し
て
を
の
金
額
は
對
し 

て
幾
パ
ー

セ
ン
ト
の
利
益
を
得
る
か
を
ft
算

す
る
.

こ
.

e 

が
便
利
で

あ
り
、\そ
0
利

益

の

割

合

に

，
よ

つ

.
て

同

時

期
 

に
：於
け
る
隣
人
の
事
業.ど
：そ
の
成
績.を
比
較
し
、
或
ひ 

は
以
前
の
‘自
.己
9
#
*
の
成
續
匕
比
較
す
令

M

在
が
出 

來

、
、
荷

ほ

：
ま

た

或

も

.方
面
0
:事
業
を
開
始
し1也
0 .
方
面 

の
事
業
を
中.北
す
尋
0
が
.適
當
で
あ
る
，か
を
知
：：

6
度

 ̂

0
で
あ
る
ふ

然
る
^
投
^o

た
^
貨

幣

額

を

表

示

す

：る 

も
の
と
し
て
は
ぶ

s
t,o
c
kミ
,岑
い
ふ

.言

.葉
^
、
便
利
な
も
；
 

の
ど
.い
、ふ
こ
：：̂

J:

が

出

來な
：い
：.。'
.

11̂

な

れ

ば

葉
 

は
-時
^
,は
，投

下
'1
.
た
貨
幣
賴
を
：
*
味

す

る

：
こ
：
«

ふ

あ

る 

が

、

物

を意

味

ず

るが

多

いか

ら

で

あ

：

る

々

或ゐ
、

餘

_「 

第
十
.
！
,

八
七


